
ルワンダの最新情勢 
（経済・投資） 

在ルワンダ日本国大使館 ２０１８年６月 
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キガリ 

【一般概要】 
１ 面積： ２万６，３３８k㎡ 
       （四国の約１．５倍） 
２ 人口： １，１９１万人 
       （２０１６年，世銀） 
３ 首都： キガリ（Kigali） 
４ 公用語： ルワンダ語，英語， 
        フランス語，スワヒリ語 
５ 宗教： キリスト教（９４％） ， 
       イスラム教（４．６％）ほか 
６ 元首： ポール・カガメ大統領 



経済（１ 概要） 

【主要輸出品目】 

 ルワンダの主な輸出産品はコーヒー及
び茶。輸出総収入の約２割を占め，重要
な外貨獲得源となっている。 
【資源事情】 

 ルワンダの３Ｔ（スズ，タンタル，タング
ステン）の埋蔵量は無視できないとされ
ており，国内には鉱山も多く，日本企業
も進出している。 

 紛争鉱物との関係では，ルワンダ政府
はタグによるトレーシングシステムを導
入し，透明性の確保に努めている。 
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ＧＤＰ成長率（％） 

ＧＤＰ内訳 

国内総生産（GDP） ８７．１億米ドル（２０１７年，ルワンダ統計局） 

一人当たり国民総所得（GNI） ７７４米ドル（２０１７年，ルワンダ統計局）  

インフレ率 ７．０％（２０１７年，ルワンダ統計局） 

総貿易額・主要貿易品目   

  

輸出額 ９．９５億米ドル （ｆｏｂ価格）（２０１７年，ＩＭＦ） 

主要輸出品目 金，タンタル，錫，タングステン，コーヒー，茶 

輸入額 １９．２億米ドル （ｆｏｂ価格）（２０１７年，ＩＭＦ） 

主要輸入品目 中間財，消費財，資本財，エネルギー 

主要貿易相手国   

  

輸出 
ケニア（22.2％），ＵＡＥ（21.1％），スイス（13.3％），コンゴ(民)（10.8％），シンガポール
（4.9％）（２０１６年，ルワンダ統計局） 

輸入 
中国（21.2％），ウガンダ（11.2％），ケニア（7.9％），インド（7.4％），ＵＡＥ（5.8％）（２０１６
年，ルワンダ統計局） 

為替レート １米ドル＝８１７．９ルワンダ・フラン（２０１７年，ルワンダ中央銀行） 
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経済（経済政策） 

２ 『Vision２０２０』と『ＮＳＴ』 
 カガメ政権は，２０００年，中長期的国家開発計画であ
る『Vision２０２０』を発表し，科学技術分野での人材資
源開発を通じた知識立国を目指す等の目標を掲げてい
る。２００７年，２０１３年には中期開発目標の経済開発
貧困削減戦略（EDPRS)を策定。さらに，２０１７年からは，
中期開発計画として，「国家変革戦略（ＮＳＴ）」を策定し，
具体的な数値目標を伴った成長の加速化を目標として
いる。 
 
３ 投資促進 
 ルワンダ政府は，ルワンダ開発庁（ＲＤＢ）が主体と
なってビジネス環境整備に力を入れており，世銀の
「Doing Business 2018」ではビジネスの行いやすさで世
界第４１位，アフリカ諸国内ではモーリシャスに次いで２
位と評価された。 
 進行中の大型投資計画として，電力開発，ＩＣＴ基盤整
備，新国際空港，キガリ・イノベーション・シティー等があ
る。ルワンダ政府は，２０１３年４月に初の外債（約４億
米ドルのユーロ債，償還期限１０年，利率６．６２５％）を
発行し，同大型投資への資金調達に成功した。２０１４
年８月にも，１０億米ドルのユーロ債を発行。近年，海外
直接投資（ＦＤＩ）は増加しており，２０１５年は４億７，６３
０万米ドルとGDPの６．５％を占める。 

キガリ近郊に建設され大型太陽光発
電所（発電能力８．５ＭＷ） 

【電力事情】 
 電化率は首都のキガリでは高いものの，国
内全体では約４０％である。発電能力は２２０
ＭＷにとどまっており，水力が４０％，火力が２
５％，メタンが１５％，太陽光が５％，その他が
１５％となっている。 
 経済発展とともに，エネルギー不足が問題と
なっており，政府は２０２４年までに電化率を１
００％にする計画を掲げている。これを達成す
るために，南部ではトルコ企業が８０ＭＷの泥
炭発電所を建設するほか，周辺国と連携した
大型水力発電所の建設も進んでいる。 



４ 財政 
 ２０１０年から実施されているＩＭＦの政策支援イン
ストルメント（ＰＳＩ）の下，税収など国内財源の割合
が大きく増加し，２０１７／１８年度国家予算（２兆０，
９４９億ＲＷＦ，約２，６１９億円）のうち，税収及び税
外収入は６６％となり，前年比で４％上昇した。他
方，歳出は，製造業の促進に向けたインフラ開発に
重点が置かれている。 
 
 ５ 重点経済政策 
（１）Made in Rwanda政策 
 ルワンダ政府は，貿易赤字削減のため，製造業へ
の投資を優遇するとともに，インフラや免税が保証さ
れた経済特区も設置。２０１７年の輸出は５７．６％
増加，貿易赤字は２１．７％縮小した。 
（２）MICE (Meeting, Incentive, Conference, Exhibition)  
 ルワンダ政府は，大型国際会議場キガリ・コンベン
ション・センターを整備し，大型の国際会議を次々と
誘致している。２０１７年は３２の大型会議を開催し，
ＭＩＣＥにより４，７００万米ドルの収入がもたらされ
た。なお，ルワンダはアフリカの中の国際会議の開
催地としては３番目に来場者が多い。 
（３）ＩＣＴ立国 
 ルワンダは，ＩＣＴを国の優先開発分野として位置
付け，政府による複数のサービスをオンラインで受
けることが可能なポータルサイトを整備している。ま
た，ＩＣＴ分野の民間投資にも優遇を与えている。 

経済（経済政策） 

【ルワンダの税制優遇】 
 ルワンダ政府は，輸出，製造業，エネルギー，交通，
ＩＣＴ，金融サービス及び低価格住宅建設を投資促進
の優先分野と定めており，投資規模に応じ，法人税免
税や税率５０％などの優遇を与えている。なお，一律
１８％の付加価値税（ＶＡＴ）においても，農業，産業，
保険分野の企業などに対し免税が認められている。 
 
【ルワンダ航空の躍進】 
キガリをハブ空港とするルワンダ航空（Rwandair）は，
アフリカを中心に，世界２６都市へ就航しており，低価
格で充実したサービスにより堅調な成長を続けてい
る。２０１９年には新キガリ国際空港も完成予定で，ＭＩ
ＣＥが一層活性化されると期待されている。 
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【外国企業の進出状況】 
- Korean Telecom        韓国 
- MTN（通信）           南アフリカ 
- TIGO（通信）           スウェーデン 
- BRALIRWA（飲料）     オランダ（ハイネケン） 
- UTEXRWA（繊維）      インド 
- フォルクスワーゲン    ドイツ 
- I&M銀行                     ケニア 
- Banque Populaire du Rwanda   オランダ 
- ユニリーバ（紅茶）     英国 



経済（キガリ経済特区） 
 
キガリ経済特区（Kigali Special Economic Zone: KSEZ） 
 
 概要（２０１８年５月時点） 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 経済特区プログラム： ２００６年開始。 
 ＲＤＢ傘下に経済特区局（Special Economic Zones Authority of Rwanda: 
   ＳＥＺＡＲ）があり，規制枠組み整備等を担当。 
 ライセンス・フィー： ２，５００米ドルから（１回のみ） 
 価格： １㎡当たり ５０米ドル （最低１０，０００㎡から使用可能） 
 ネガティブ・リスト： プラスチック製品，銃器，化学品等法律で禁止 
   されているビジネスは進出不可。 
 優遇措置： 法人税半額，輸入税，付加価値税免除（条件有り） 
 ルワンダ側が行うのは，用地の確保，上下水・電気等のライフライン 
   及びＩＣＴ環境の整備であり，工場・事務所建屋は借主が施工。 
 
 進出企業： Positivo BGH（ブラジル・ＰＣ），Ｃ＆Ｈ社（中国， 
   繊維），ＡＤＭＡ社（インド，ビスケット），ＰＲＩＮＴＥＸ社（インド，印刷）， 
   サハスラ社（インド，交通信号），ドドマ社（タンザニア，マットレス製造）， 
   Africa Improved Food社（ルワンダ，栄養食品），ＲＷＡＮＤＡ ＦＯＲＭ社（ルワンダ，マットレス）等 

 
 
・ 

 
 
 
 

フェーズ 面積（ha） 備考 

１ ９８ 全９４区画の予約は完了済み。実際に事業を
行っているのは４７社（製造３２社，倉庫１５社） 

２ １７８ ２０１７年に完成。全６４区画は，９５％が予約済
み。現在，フェーズ３への拡張を検討している。 

 区画図   （出所）ＲＤＢ 

（写真提供）ＲＤＢ 
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経済（日・ルワンダ関係） 

１ ルワンダにある日系企業 
（１）日本人が当地で起業した会社：１３社 
主に，ＩＣＴ，農業，コンサルティング等の中小規模の企業が中心。 
 
（２）日本企業の海外進出ほか：７社 
日本車を販売する代理店や，ＩＣＴ分野の日本企業の子会社が中心。 
 
２ 対日貿易 
 一貫してルワンダの輸入超過。主な 
輸出品はコーヒー及び雑貨類。主な輸 
入品は自動車や医療関連機材。 
 

【対日貿易額（２０１７年）】 
- 輸出：  ５億６，０００万円  
- 輸入： １１億９，０００万円  
 （財務省貿易統計） 

【ビジネス・ミッションの当地訪問】 
 
2017年5月  神戸市官民関係者 
         （計20名） 
2017年10月 ＩＴ企業家（計14名） 
2017年12月 神戸市官民関係者 
         （計14名） 
2018年2月  慶応大学ビジネス・ス 
         クール在籍者（計22 
         名） 
 

ルワンダの雑貨（出展RW Facts） 

慶応大学ビジネススクール在籍者を招いた公邸レセプション 
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補足 

ルワンダの一般事情，内政，外交・国防，経済協力，二国間関係に
関する情報は，外務省ホームページの「ルワンダ基礎情報」をご参
照ください。 

また，当地日本企業のリストは，当館ウェブサイトの「ルワンダにお
ける日本企業」をご参照ください。 
 
● 「ルワンダ基礎情報」 
https://www.mofa.go.jp/mofaj/area/rwanda/index.html 
 
● 「ルワンダにおける日本企業」 
http://www.rw.emb-japan.go.jp/files/000374260.pdf 
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